
 

  

● プログラムノート 

 

プロコフィエフ（1891-1953）は、当初ストランヴィンスキーと肩を並べるモダ 

ニズムの作曲家として出発したが、ロシア革命を機にアメリカとパリで亡命生 

活を送った後、祖国に復帰して以降作風を転換させてゆき旋律と形式は簡素で 

明快な美を追求するようになった。「ピーターと狼」は 1936 年に作曲され台本 

はロシア民話を元にプロコフィエフ自身が書き下ろした。登場するキャラクタ 

ーはそれぞれ特定の楽器が割り当てられ、音楽とナレーションを楽しんでいる 

うちに、自然に楽器の特徴やオーケストラのしくみが理解できるように工夫さ 

れている。（斉藤靖幸解説より） 

昨年３月に、フランスのマクロン大統領が、普段コンサートや演劇に行けない 

子供達や宮殿に勤める人たちの家族をエリゼ宮に招待し自らオーケストラを相 

手に、「ピーターと狼」を朗読したことが大きな話題となった。 

《あらすじ》 

ピーター（ロシア語ではペーチャ、フランス語ではピエール）はおじいさん 

の言いつけを守らずに、門の外へ出て小鳥達と遊んでいる。閉め忘れた門か 

らアヒルがヨチヨチと出てきて、外の池で泳ぎだす。小鳥達とアヒルが口 

論を始めると小鳥を狙ってこっそり猫が近づいてくる。おじいさんがやって 

きて、狼がきたら危険だからといって、ピーターを家の中に連れ戻す。アヒ 

ルは取り残され、森から出てきた狼に食べられてしまう。ピーターと小鳥達 

は力を合わせて狼を生け捕りにし、狩人達と一緒に動物園を目指して行進。 

狼のお腹の中からは、丸呑みにされたアヒルの声が聞こえる。 

 

 

        松村 百合子                 Yuriko Matsumura 

 

３歳よりピアノを始め野辺地瓜丸氏に師事。学習院大学卒。 

1979～82年ベルギー・ブリュッセルのサンタアガタアカ 

デミーにてエム・コーギに師事。帰国後、安井耕一、磯部 

玲子、古畑由美子、クリスチャン・イヴァルディの各氏に 

師事。ソロ演奏活動のほか、クラリネット、ヴァイオリン、 

ビオラとの共演やアンサンブルに参加している。 

これまでの主な演奏： 

・2004 年：ベートーヴェン「合唱幻想曲」（ピアノ 2 台、弦４人、合唱４人の小編成

での演奏を企画、出演） 

・2007 年：ガーシュイン「ラプソディー・イン・ブルー」（ピアノ＋クラリネット） 

・2011 年：プーランク「フルートとピアノのためのソナタ」（ピアノ＋フルート） 

・2013 年：モーツァルト「ヴァイオリンソナタ」（ピアノ＋ヴァイオリン） 

・2016 年：プーランク「象のババール」（ピアノ＋フランス語朗読） 

 

全日本ピアノ指導者協会（PTNA）会員   HP  http://www.salle-de-muse.com 

 

 

          クリステル・ル・カルヴェ      Christelle Le Calvé 

 

        フランスはブルターニュのヴァンヌ生まれで来日して 17年、 

           アンスティチュ・フランセ（旧東京日仏学院）教授として 

フランス語教育とフランス文化の普及に情熱を注ぎ、私と同 

様の情熱を持った日本の方々との議論、意見交換を心から楽 

しんでいます。日本の書物、とりわけ昔話からは自分とは 

異なる世界観を学び考え方に幅ができたことを感じていま 

す。 

 

 

● 出演者プロフィル 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ピーターと狼 

PIERRE et Le LOUP 
 

2e NUIT DE LA LECTURE 

（第 2回読書の夕べ） 

 

Lecture   Christelle Le Calvé 

Piano    Yuriko Matsumura 

 

   2019 年 1 月 19 日（土） 16:50～ 

INSTITUT FRANÇAIS DU JAPON - TOKYO 

アンスティチュ・フランセ東京 

エスパス・イマージュ  ESPACE IMAGE     

 

 


